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コーセーの発展史

井 田 泰 人
■

抄録

本稿では株式会社 コーセーの発展過程を概観する。化粧品製造業に長 らく従事 して

きた小林孝三郎が第二次世界大戦後、独立 ・創業 し 「小林合名会社」を設立 した。そ

の後、同社は 「株式会社小林コーセー」に改組する。さらにイメージの刷新をはか り、

CI活 動の一環で 「株式会社コーセー」に社名を変更する。同社の経営の実権は小林家

によってかなりの部分が握 られている。同社は高品質の化粧品を製造 し、国際化戦略

の積極的展開によって発展 している。
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Abstract 

 The purpose of this paper is to take a look at the KOSE Co., Ltd. development 

process. Kobayashi Kozaburo established Kobayashi patnership, a cosmetic maker, 

after World War II and reorganized it into Kobayashi KOSEI Co., Ltd in 1948. 

Kobayashi KOSEI Co., Ltd changed its name to KOSE Co., Ltd for its Corporate 

Identity campains. An initiative of KOSE is had by Kobayasi family. KOSE is 

developing ever year and its status is high in the cosmetic industory. These days 

ROSE actively promotes an internationalization strategy.
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その後、就職することに決めた孝三郎は上京 し、

1912年4月1日 、「高橋東洋堂」 に入社 した。高

橋東洋堂は1893年10月 に高橋志摩五郎によって

創立された化粧品製造業者であった。同社は有名

化粧品販売店 ・大手製造業者の下請け製造業者で、

直接商品の販売は行っていなかった。孝三郎の入

社時には工場 を拡張してお り、大量の注文を受け、

製造にあたっていた。孝三郎は2ヶ 月半の見習い

期間を経て、正式に採用されることとなった。孝

三郎は高橋東洋堂において、30年 以上を務める

が、①化粧品の製造に従事 した期間、②販売員と

して活躍 した期間、③管理者として腕を振るった

期間、に分 け られ、それぞれ約10年 を過 ご し

た。〔3)

最初の!0年 では工場長 ・田辺誠一のもとで指

導を受けた。田辺は技術者、化粧品製造のエキス

パー トとして活躍してお り、孝三郎は化粧品製造

のノウハウ、知識を身につけたのである。つづ く

販売員 としての活動は、高橋太陽堂が 「脱下請

け」を図る1921に 始まる。同社のブランド 「セン

ダン」、「アイデアル」の化粧品の販売することが

決定し、その販売員に孝三郎が選れた。同社の実

質的な トップが志摩五郎から、息子の三四郎に交

代 した。当時、小売店では化粧品の乱売が頻繁に

行われていた。1924年 には孝三郎は定価販売を小

売店に守らせ、各流通段階で正当な利益 を得るこ

とのできるような組織を確立することを提案して

いる。翌年には同社の商品を定価で販売すること

に賛同 した小売店(代 理店)で 組織する 「東京ア

イデアル会」を発足させた。同社は全国に 「アイ

デアル会」を広め、「理想網販売組織」=「 アイ

デアル ・ネットシステム」を構築してい くのであ

る。やがて問屋 ・卸売の段階で 「販売会社」の設

置が検討され、代理店が出資 して実現するに至っ

た。群馬県では高崎、前橋 ・伊勢崎 ・桐生の代理

店が前橋に、福島県では福島 ・郡山 ・平の代理店

が福島に販売会社を設立させた。関東 ・東北 ・北

海道で販売会社の設立が進むと、他の地域へ拡大

は じめに

本稿 の課題は、第二次世界大戦後に誕生 した化

粧 品 メー カーである コーセーの発展 過程 を明 らか

にする ことであ る。 これ まで資生堂、花王 といっ

た大手化粧品会社 の歴史については、別稿で一瞥

して きたが、同様に コーセーの発展 過程 を瞥見 し

てい く。q)

1.創 業者 ・小林孝 三郎

現 在の コーセーの歴史 をさかのぼる と、小林合

名会社 に行 き当たるが、同社の創 業者は小林 孝三

郎であ る。今 日の コーセーの基礎 を記す前 にここ

で小 林の生い立 ちを明 らか に し、後の経 営者 とし

ての資質は どの ように形成 され、磨かれたのか を

見てい こう。
さしま

小 林孝三郎 は1897年6月29日 、茨城 県猿島郡
い

岩井町で父 ・小林伊三郎、母 ・す以の子として誕

生した。孝三郎の誕生時には伊三郎は 「釜屋呉服

店」で働いていた。「釜屋呉服店」の店主は代 々

小林貫一を襲名するが、旧姓関根の伊三郎は7代
ま

目貫 一の姉 ・満 ち と結婚 し、小 林姓 を名乗 った。

7代 目が幼か った ことで伊三郎はその後見人 と し

て、同店の切 り盛 りにあた った。満ちはその後他

界 し、伊三郎 は後妻 ・す以 と再婚 した もの と思わ

れ る。7代 目貫一が成 人 して家督 を継 ぐと、伊三

郎一一家 は同家 を去 った。伊三郎 は煙草の製造 ・販

売 を行 った。順調 に業績 を伸 ば したが、煙草専売

法(1904年4月 公布)に よって工場は政府 に買い

上げ られ ることが決 まった。 この後、伊三郎 は釜

屋呉 服 店で番 頭 を務 めた甥 の小 室新 之助 と化 粧

瓶 ・薬瓶 メーカー 「釜屋商店」 を設立 した。同店

の業績 は良好であ った とい われたが、1910年8月

10日 に伊三郎が病死 し先行 きに不安が生 じた。 こ

の時、孝三郎 は尋常高等小学校の2年 生 であった。

最初 は中学校か商業学校への進学 も考 えて いたが、

兄が友 人の連帯保証 人 とな り、債務 を負 うこ とと

な り、孝三 郎 は進学 を断念 せ ざ るを得 な くな っ

た。〔2)
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毛 ・長野 ・新潟 ・静岡 ・名古屋 ・豊橋 ・金沢 ・京

都 ・大阪 ・和歌山 ・神戸 ・四国 ・徳島 ・大分 ・長

崎 ・熊本、全国22カ 所で取引 を開始 した。 これ ら

の取 引先 は販 売所 ・配給所 ・販 売 会社 となるが、

後 に設立 され るコーセー商事 に吸収 され る。化 粧

品 の販売 小 売店 との間 で直接 取 引 を行 う 「コー

セー協約」 を締結す る。それ には、① コーセー協

約販売店 は協約金3,000円 を小林 合名会社(以 下、

同社 とす る)に 預 け入れ ること、② 同社 は協 約金

3ρ00円 相 当の商 品を配給す ること、③ 同社 は良心

的優 秀品 を開発 し、供給す ること、④ 同社 は協 約

店以外 との取 引は行わない こと、⑤協 約販 売店は

コーセー化粧品 を定価 で販 売 し、他に転売 をしな

い こと、⑥ 同社 は協 約金 に年一割の利息 を支払 う

こ と、が決 め られ ていた。協約金 の3,000円 は原

材 料の調達資金 と した。また、3,000円 を上限 とし、

それ以上の金額は商品 を供給 で きない可能性 もあ

るので、受け取 らない ように していた。 この協 約

制度 は広 ま り、1948年 に は 「東 京 コー セー 会」、

「大阪 コーセー会」 な どが結成 され る まで になっ

た。(ω

同社 でははや くか ら 「経営 六大方針 」すなわち

「①優秀 な商 品、② 理想 の販売組織(コ ー セー ・

リ ングス トア シス テム)、 ③ 正 しいPR、 ④ 堅 実

な る経営 、⑤ 人材 の育成 、⑥ 労使 の協 調」(⑥ に

つい ては1949年4月 に社 員間 の親睦 を図 る組織

コーセー クラブが結 成 されてか ら追加 された)を

掲 げて きたが、 これには孝三郎 の創業精神 が盛 り

込 まれていたのである。(7)

させ るように働 きか けた。孝三郎 は全国行脚で同

社の組織作 りに努め た。この 間1924年3月 に同社

はそれ まで合資会社であ ったが、株式会社 に改組

した。その際、三四郎が副社長 となっている。1929

年 には孝三郎 は理事 に就任 した。管理者 としての

10年 が ここで始 まる。同社の取締役 は同族で 占め

ていたが、実際の業務 は理事 に任 されていた。1933

年 に志摩 五郎 が 永 眠 し、三 四郎 が後任 の社 長 と

なった。第二次世界大戦 に際 して は、その戦火 に

巻 き込 まれ、同社 は壊 滅状態 となった。戦後間 も

ない1945年12月29日 に、引 き留め られたが同社

を退社 した。(4}

以上、みて きた ように孝三郎は父 ・伊 三郎の事

業意欲旺盛 な血 を受け継 ぎ、高橋 志摩五郎、三四

郎、田辺な どの影響 を受け、現 場、実践 を通 じて

経営者 としての才覚 を開花 させ得た。

3.株 式会社小林 コーセーへの改組

1948年6月11日 には、合 資会社 か ら 「株式 会社

小 林 コー セー」 に改組 転換 される。資本金 は150

万 円 とされ、合 資会社 時代 の15倍 に増や された。

1950年 に孝 三郎 は化粧 品工業 界の理事 に就任 し、

同社 お よび孝 三郎 の業界での地位が向上 した こと

を窺 え よう。 この改組 転換 当時の 中心 的商 品は、

「スキ ンパー ル」、 「ニ ュー スキ ンパー ル」 な どで

2.小 林合 名会社 の設立

孝三郎は高橋 東洋堂での経験 をもとに独 立 して

化粧品 ・歯磨、洗粉、靴 クリーム、歯ブ ラシの製

造 ・販売 を目的 とす る 「小林合名会社」 を東京王

子 に資本金10万 円で創 立 した。1941年3月2日 、

孝三郎 が50歳 の ときで あった。同社 の参画者 は

実弟の聡 三、義弟の祐司の他4名 の従業 員であっ

た。 この時 の商標 に 「KOSEI(コ ーセ ー)」 を登

録 したが、小林 孝 三郎 の 「孝(コ ー)」 と誠実 の

「誠(セ ー)」 とい う語呂 を合わせて、 また、ギ リ

シャ語で化粧 という意味 の 「KOSMETIKOS(コ

ス メテ ィコス)」とい う単語か ら創作 された もので

あ った。(5}

独 立 して新会社 を発足 させてか らは、原材 料の

確保、販売網の確立が急 がれた。物 資の不足 して

い る終戦直後 に高橋東洋堂時代 か ら親交のあった

「旭電化」や 従兄弟 の小室新 之介が勤 め る 「釜屋

化学」か ら原材料お よび容器 を調達 した。1947年

1月 には北 区豊島6丁 目で工場 を設置 し、その後

も順次工場 を拡張 して、生産力 を充実 させた。 ま

た、仙台 ・茨城 ・千葉 ・東京 ・横浜 ・神 奈川 ・両
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の2つ の発展 の契機について見てい く。q21

先ず 「狭山工場 の建設」 についてであるが、同

社 の業績が上向 くと既存の工場(東 京栄町)で は

生産が追いつかな くな り、新 工場 の建設 を図るの

であった。当初東京東村 山 にある広大な土地 を候

補に挙げたが、横 田基地の近傍であ ったため環境

を配慮 して同地での工場建 設 を見送 ることとなっ

た。ほぼ同時期に、同社 は埼 玉県狭山市で工場 を

誘致 をしてい るとの情報 を入手 し、現地調査 をお

こない、立 地条件 を確認 した うえで、1962年2月

に総面積3万2000坪 の工場用 地の買収 契約 に調

印 してい る。 この時、孝三郎 は工場建設 を 「5力

年計 画」(5年 を①1963年1月 ～64年6月 、②

1964年7月 ～66年6月 、③1966年7月 ～68年

12月 の三期 に分 ける)で 進め ようと した。第1期

工事 を予定通 り竣 工 させ ると、化 粧水 ・パ ックと

クリーム ・乳 液の一部の製造す る。その後 も第2

期、第3期 と拡 張工事 を進め、同社の主力工場 と

な り生産面 を支 えるのであ った。(13}

1963年 には フラ ンスの頭髪 化粧 品 メー カーで

あ る 「ロレアル社 」 と技術提携 してお り、翌年に

は染毛剤な どを製造 し、美容院向けの商品 を販売

す るのであ った。同社が頭髪化粧 品世界一の ロレ

アル社 と技術提携 した ことで、商品 に対す る信用

は高 ま り、大い に発展 してい くのであ る。その他、

ロレア ル社 との共同事業 としては、1969年 に美容

院関連品の販売か ら美容院技 術の指導管理 まで を

行 う、折半 出資の合弁 会社 「コスメフラ ンス」(資

本金5000万 円)や1976年 設立の美容院関連品 に

限 らず、 ロレアル社の トイレタリー用品や香 粧品

などを扱 う合弁会社 「ロレコス」(資本金3億5000

万円)な どがあ る。q4)

あ った。 また、1951年11月 には同社 の製 品 を取

り扱 う 「コーセー商事 」 を設立 させ 、商品流通の

基礎 を固め、販売面 を強化 させてい った。 さらに

翌年2月 には栄 町工場 を竣 工 させ 、従 業員 も158

名 に まで増や して着実 に規模 を拡大 させ て い っ

た。(8)

業界の動向で特筆す ることとして、1953年 、再

販売価 格維持制度(以 下、再販制度 と略す)が 成

立 した。再販制度は周知の通 りメー カー側が卸売

価 格、小売価格の決定権 ・拘束力 を持 つ ことを法

的に認め るものであ るが、同社 も再販制度の指定

を受け られる ように 申請 した。孝三郎 は高橋東 洋

堂で勤 めて いた時か ら流 通業者 との 「共存 共栄」

を図 り、定価販売 を主張 してお り、独 立後 もそれ

を固持 した。こうした 「再販売価格維 持」の制度化

は乱売の防止に効果があ り、その後適用縮 小、廃

止 となったが、一時期制度品 メー カーは恩 恵 を受

けた。(9)

さ らに1956年 には高 級化粧 品 を製造 す る別会

社 「アル ビオ ン」 を発足 させ る。1957年12月 に

コーセーは ヒ ッ ト商品 となる基礎 化粧品 「ラボ ン

ヌ ・シ リーズ」7品 を発売 してい る。 同商 品は ロ

ングセ ラー となった。 また、1962年10月 にスキ

ンケ アを中心 と した 「オー リック ・シリーズ」10

品 も販売 し好 評 を博 した。(lo)先の 「コーセー会」

は1964年 か ら 「ク ラウ ンス トア会議i」に改名 され、

コーセーが よ り主体性 をもって開催す る大会 に し

た。m)

5.転 換期の対応

創業20年 を迎 える頃、1965年3月 、本社 を東

京都中央区の 日本橋通 りにあ る東京 グリー ンビル

に移転す る。東京駅か ら近い、一等地 に本社 を構

えたの はイメー ジの向上 を図 っての行動であ った。

4.コ ーセーの飛躍期

ここで同社発展 に大 きな影響 を及ぼ した事柄 に

注 目して み よう。 『国際 商業』誌上 で、小林孝 三

郎は イ ンタビュアー(村 田昭治 ・当時慶応大学教

授)か ら 「コーセーが今 日まで発展す るには どの

よ うな節が あった んですか」 とい う質問 を受 け、

「1つ は、昭和36年 に狭 山工場の用地 を買収 した

ことですね。…2つ 目はやは り、仏 ・ロ レアル社

との提 携ですね」 と返答 してい る。以下で これ ら
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(営業部長)、 佐野賢治(コ スメタリー常 務)が 取

締役 に就いた。表向 きは同族以外 の人物 を抜擢 し

てい るが、上位層 を小林 家で固めてお り、実質的

に は 同 族 に よ る経 営 が 展 開 さ れ る こ と とな っ

た。q9>

経営基 盤を継承 した禮 次郎 はそれに安 閑 とする

ことな く、これ まで以上 に商品開発 を活発 に行っ

た。1981年 に 「スポー ツ ・ビューテ ィ」(ス ポー

ツ専 用化粧 品)、1982年 に 「エ スプ リー ク ・パ ウ

ダー ファンデー ション」(美 粒子)、 同年 に 「ダモ

ン」(弱 酸性 の男性用 化粧 品)が 発売 され、 この

時代 の代表 的な商品 となった。1984年10月 、育

毛剤 「ヘ アエ ッセ ンス」 を、翌月には男性用化粧

品 「ダモ ン ・ブロ ンザ ー」 を発売 した。特 に 「ダ

モ ン」 はそれ まで男性が化粧 をす る とい う意識が

薄い ときに発売 され た もので、新 たな市場 の開拓

を 目指 した とい う意 味 で 業 界 で も話 題 とな っ

た。⑳

コー セー の海 外進 出 は、1968年9月 、香港 に

「香港高綜私 人公司」(現 ・香港高綜化粧 品有 限公

司)を 設立 させた ことに始 まる。その後、1971年

8月 に シ ンガポー ルで 「高綜 私 人公 司」(KOSE

SINGAPOREPTELTD.)、1984年9月 に台 湾 で

「高練股彬有 限公司」、1987年12月 に中国漸江省杭

州市で 「春綜麗有限公司」 を設立 させ た。その他、

タイのバ ンコクにはKOSE(THAILAND)CO.LTD。

や西マレーシアにはKOSE(MALAYSI19SDNBHD,

な どを設立 した。 この時期 にお ける同社の海外進

出先 はアジアが中心であ るこ とが確認で きる。{2P

国際化戦略 を進め る一方で 国内 におい て同社 は

機能の分化 を進め るため に新会社 を誕生 させてい

る。そ れは1985年4月 、「株式 会社 コス メ ラボ」

(関係会社の化粧品製造会社)、 同年10月 、「株式

会社 ク リエ」(サ ロンルー トの化粧品 販売)な ど

であ る。(22)

6.Cl活 動 の展開 と企業 イメージの刷新

小林 コーセー は1989年8月 か らCI(Corporate

孝三郎 は①最 高化粧 品 「ア ルフ ォー ド」の発 売、

② 外国関係部門の強化、③ ロ レアル社製品の販売

強化、④ ロレアル部の拡大 を決行す るのであった。

1968年 には 「自由化対策3力 年計画」、1971年 に

は 「新5力 年計画」 を打 ち出 し、積極的経営 を展

開 している。 一方で孝三郎 は、高度経 済成長期 と

い う好況 を 「数量 景気は長 く続 かない」 と冷静 に

捉 え、1971年9月 に経営体質の改善 を図 り、新規

採 用を抑 え、残業 を させ ず、無駄使 いを させ ない

ことを社 内で徹底 した。 その後、同社 は第1次 オ

イル ・シ ョックが到 来 して も、孝 三郎 の将 来を見

越 した健 全経営 で苦境 に立 た される ことはなかっ

た。〔15)

1974年 には夏用 フ ァンデー シ ョン 「サマ ー ド」

を発売 し、以 降、新 製品を矢継 ぎ早 に市場 に送 り

出すのであ った。76年 に発売 の 「フィッ トオ ン」

(パウ ダー タイプのフ ァンデー ション)、78年 に発

売 の 「エ スプ リーク」(素肌 と同 じ弱酸性 トリー ト

メ ン ト)、79年 に発売 の 「2ウ ェイケーキ」(水 あ

り水 な し両用 の夏用 フ ァンデーシ ョン)が そ うで

ある。〔16[また、同社 は1980年11月 に化粧 品業界

で始 めて 「デ ミング賞」 を受賞 した。 同社生産性

本 部 の 「品 質管 理」が 高 く評 価 され た の で あ

る。【17)この こ とは先 に挙 げた経営理念 を実践 して

いる証 といえよ う。 さらに生産面、物流機能 に関

す るこ とで興味深 い動 きも見 られ、1979年6月 に

は群 馬県佐 波郡境 町 に 「群馬工 場」 を完 成 させ、

1976年12月 には狭 山工場 の敷地 内に 「狭 山流通

セ ンター」を、1972年9月 には滋賀県 甲賀郡 甲西

町 に 「名神流通セ ンター」 を設置 した。q8,

1981年3月 に経 営 トップが交替 した。それ まで

社長であ った孝三郎が 会長 に退 き、長男の禮次郎

が社長 に就任 したのであ る。孝三郎が同社の基礎

を築 き、経営体 を磐石 に した上で の トップ交替で

あ った。その時の 人事で は、三男の保清が専務 に、

小野 口和夫(生 産本部長)、 久万楽也(研 究所長〉、

山田勇男(営 業部長)が 常務 に、高 山千秋(ロ レ

アル事業部長)、 田島頴一(人 事部長)、 志村喜史
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一人一人 を②安定 よ り成長 を、③独 自の技 術で最

高の品質 を、④人 々の期待 に応 え、期待 を超 える、

⑤ コーセー を世界 に)を 定めた。(3)の 「行動理

念」 について は、「私が創 るコーセーの今 と未来」

を元 に、4項 目(① 人に誠実 に、 目的に したたか

に、② 習慣 を超越えてチ ャレンジ、③ 持続 す る情

熱 と向上心 、④ 勇気ある コ ミュニケー シ ョン)を

決めた。創 業以来、遵 守 されて きた経営理 念の基

本的 な精神は受け継 ぎなが らも、現代風 とも今 日

風 ともいえる ものに アレンジしている。⑳

7.平 成 におけるコーセーの動 向

平成 における同社 は、次の ようなブラ ン ドの商

品 を世 に送 り出 して い る。同 社の 基幹 ブ ラ ン ド

(ベ ー ス メ イ ク、 スキ ンケ ア)と して、「ア ンテ

リー ジェ」(1991年9月 ・対 象年令25～34才)、

「ル シェ リ」(1992年8月 ・対象年齢18～24才)、

「グ ランデ ーヌ」(1994年8月 ・対 象年齢35歳 以

上)が 発 売 され た。 メ イ ク ア ップ ブ ラ ン ドは

「ドゥ ・セー ズ」(1991年2月 ・対象 年齢25歳 以

上)、 「ルー ジュア ンビエ ンス」(1992年2月 ・太

陽光や室 内光 で印象が変 わる光感応効果 を もつ化

粧 品)を 発売 した。 また、「ル シ ェ リ」層 を対象

として 「ヴ ィセ」(1994年1月)も 発 売 した。{26'

こ う した ブラ ン ドの化粧 品 は、CI活 動 の一 環 と

して、広告 予 算 とス タ ッフを増 や し、 さ らに は

「旬の タレン ト」 を起用 して販売促進活動 を行 い、

売上 を伸 ば してい くのであ った。{27'

1997(平 成9)年3月 、小林禮次郎が社長 を退

き会長 に退 き、経営 トップが交代 した。後任の社

長 に小林保清(禮 次郎の弟)が 就任 した。役員構

成 を見て も19名 の うち 「小林 一族」 は、禮 次郎

(取締 役会 長)、 保清(取 締 役 社長)、 一俊(常 務

取締役 ・禮次 郎の長 男)、 英夫(取 締 役 ・保清 の

兄)、孝 雄(取 締役 ・禮 次郎 の次男)の5名 がい る。

また、株式保有数 に 目を向ける と、2003年3月31

日現在の所有数では一俊537万9,000株 、孝雄533

万8,000株 、保清218万9ρ00株 、禮次郎126万5,000

Identity)活 動 の実践 を計 画 した。CI活 動の推進

にあた って株式会社ODSの 協力 を得て、企業理念

の再構築、 トー タル ・マー ケテ ィング戦略の確立、

ビジュア ル ・アイデ ンテ ィテ ィの確 立 を図った。

同年ll月 に は小林禮次郎 を委員長 とするCI委 員

会 と保 清 を委 員長 とす るCI実 行委 員会 を発足 さ

せた。1990年1月 か ら社 内でCI導 入 を社 内で発

表 し、全社 的 にCI活 動の遂 行 に向 けて意識 を高

め ることに努めた。全社員へ のア ンケー ト、販売

店へ の調査な どを実施 し、現状 を把 握す るデー タ

を収 集 した。4月 か ら人事 戦略 ・事 業展 開 ・商品

開発 ・流通戦 略 ・企業 イメー ジ ・国際戦略の分科

会 を発足 させ 、企 業 活動 の展 望 につ いて検 討 し

た。⑳

この時の ことを当事社 長の小林禮 次郎 は 「当社

は1970年 代 か ら80年 代 にかけて、水 のい らない

ファンデー シ ョンな ど、業界 初の製 品を次 々 と市

場 に送 り出 した。 これに より、技術 力では他社 に

負 けない とい う自信 を持 った。 しか し、その一方

で私 が危機 を抱 え ざるを得 なかったのは、化粧 品

メーカー としての企業 イメー ジが確立 で きていな

い とい う問題 だった。80年 代 末に実施 した調査 で

は、 『商 品の 質は高 いが、化 粧品 メー カー と して

の華 やか さに欠 ける』 と見る消 費者が多か ったの

である。そこで私 は1991年 にCI(企 業 イメー ジの

統一)を 導入。企業 イメージの抜本的 な改革 に乗

り出 した。」 と述懐 している。⑳

CI導 入 を公表 したの は1991年8月1日 の こ と

であ った。社名 もそ れまでの ものか ら 「小林」 を

取 り、「株 式 会社 コーセー」 に変 更 した 。同時 に

コー ポ レー ト ・シ ンボル、 コーポ レー ト ・カラー、

ロ ゴタイプ等 も一新 した。CI活 動 の一 環 と して

「企業理念体系」 を設定 した。その内容 は(1)存

在理 念、(2)経 営 理念、(3)行 動 理念 か らな る。

(1)の 「存在理念」は、「英知 と感性 を融合 し、価

値 と文化 を創造す る」 とい う ものであ る。(2>の

「経営 理念」 は 「コーセー を愛 し、支 える 人のた

め に」とい うキ ャ ッチ コピー を設けて、5項 目(①
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井田;コ ーセーの発展史

る。 中国 ・台湾の プラス分でその他の地域のマ イ

ナスを埋め合わせ られ るようにす るこ とを 目指 し

てい る。{331これ まであ ま り欧米での活躍 は 目立 っ

た ものはな く、小林禮次郎会長 も 「当社 は、ぜ ひ、

アメ リカや ヨー ロ ッパへ の進出 を実現 し、 よ り国

際的 な事業展開 を図 ってい きたい」 と意欲的であ

る。`341そこで同社は2001年4月 、アメリカにKOSE

AMERICAINC.を 設立 し、念 願の アメ リ カ進 出

を 果 した。 さ ら に 同 年7月 に は 韓 国 にKOSE

KOREACO.,LTDを 設立 し、アジア市場で弱い部

分 を補 った。69

この ようにアジア市場の強化 と欧米市場への進

出が 同社の海外での事業展開の課題 とい えよう。

おわりに

以上、第二次世界大戦後に発足 した化粧品メー

カーである株式会社コーセーの発展を経営者の動

き、改組転換の様子、国際化戦略、CI活 動などと

関わらせなが ら見てきた。創業者の小林孝三郎が

長年のキャリアをもとに会社を設立 し、社礎を築

き、禮次郎がそれを引 き継 ぎ、CI活 動によるイ

メージの刷新を果た し、発展を遂げてきた。その

後任の社長である保清の時代には、国際化のさら

なる進展が予想される。経営者陣には創業者の孫

である3代 目が名を連ね、小林一族による経営が

続 くこととなろうが、同社の今後の展開が注 目さ

れる。

(注)

(1)拙稿 「化粧品業界の発展史 一資生堂を例 として一」(『広

島安芸女子大学研 究紀要』創刊号、2000年 、pp93-101

に所 収)、 同 「企業の多角化 と化粧品業界への参入 一花

王の発展 と化粧品 「ソフィーナ」の発売 一」(『広島安芸

女子大学研究紀要』第2号 、2001年 、pp33-42に 所 収)

を参照 された し。

(2)藤崎 武男 『化粧品ひとす じ 小林孝三郎伝』株式会社小

林 コーセー創立三十周年記念行事実行委員会、1976年 、

PP9-29.

(3)同上=書、Pp.34-38.

(4)同上 書、p.49,pp.105・116.

(5)同上 書、pp.170-175

株、英 夫27万7,000株 、5名 計L444万8,000株

とな っ て い る。 こ の 数 字 は 同社 の 発 行 済 株 式

4,552万4,000株 の3L7%に 相 当する。 この ように

役員 の中に創業者 の孫が名 を連ね、株式の所有数

か ら判断 して、今後 も小林一族 による経営 は継続

され る もの と考 え られ る。て281

1999年12月 、コーセー は店頭市場で株式の公 開

を果 た した。 この効果 は どうであ ろ うか。当初、

高 いプ レミアムが付 くこ とが期待 され た。 この年、

店頭公開 を果 した企業 は73社 あ り、その多 くは初

値で公募価格 を大 きくうわまった。 コーセーの場

合 は、売 出価 格 は4,500円 で あ っ た が、初 値 が

4,100円 で、それか ら約2週 間は下落傾 向にあ り、

2000年1月6日 の終値 は2,170円 とな り、半値以

下の株価 となった。 これ はこの年店頭公開 を果 た

した ものの なかで最悪の結果 を残 した。(29'4月17

日には1,950円 に まで下 が った。そ の後 、復 調、

下落 を見 て、2000年11月20日 、約1年 を掛 けて

4つ00円 に到達 した。(30)この ように株価 は上昇傾

向にあ り、大 いに注 目され るよ うになった。2000

年12月 に東京証券取引所第1部IC上 場 を果 た し

た。{3P

海外で の活動 に 目を向 けてみ よう。1990年9月 、

パ リにSCIKOSECORTAMBERTを 設立 した。同

社 は 「不動産賃借」 を事業 目的 としてお り、化粧

品販売 ・製造 とは関係 ない。先述 の海外進出先の

現状 は どうで あろ うか。1998年 の段 階で社長の小

林保清の 中国漸江省杭州視察 の記録 による と、海

外事業が好調 であるこ とを窺 える。特 に中国の春

綜麗有限公司 に関 しては、現地で の産業振興 ・雇

用促 進 ・納 税 とい う面で 貢献 して い る。事業 は

「黒 字」 であ り、1折江 省 にある企業 の納税 額 ラ ン

キ ングで は4万 社 中4位 となっている。 さ らに同

地で の工場 は増設 の必要 に迫 られる まで になった。

現在 アジアで の生産拠点 となる工場の建設 を 目論

んでいる。(32'中国 ・台湾 での活動 は比較的安定 し

ている ようであるが、そ の他 の地域 は景況 に左右

され、必ず しもうまくいっていないの も事実 であ
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営 学 大 辞 典 』 中 央 経 済 社 、1988年 、p!748所 収)。 コ ー

セ ー が1980年 に 受 賞 し た の は 、(3)の デ ミ ン グ賞 事 業 所

表 彰 で あ る。

q8)株 式 会 社 コ ー セ ー 『有 価 証 券 報 告 書 総 覧 平 成15年 』、国

立 印 刷 局 、p.5,

⑲ 『国 際 商 業 』、1981年7月 号 、pp.343五

⑳ 同上 誌 、1986年3月 号 、pp.40-41,

⑳ 株 式 会 社 コ ー セ ー 『有 価 証 券 報 告 書 総 覧 平 成12年 』、大

蔵 省 印 刷 局 、pゑp。8,

⑳ 前 掲 『有 価 証 券 報 告 書 総 覧 平 成15年 』、p5

㈱ 前 掲 『創 造 と挑 戦 一 コー セ ー50年 史 一 』、pp.222-223.

⑳ 「日経 ベ ンチ ャ ー 」、2002年1月 号 、p.Z

㈲ 前 掲 『創 造 と 挑 戦 一 コ ー セ ー50年 史 一』、pp.22a229.

『国 際 商 業 』、1991年10月 号pp.17・18、 同 誌 、1991年11

月 号 、p.11、

㈱ 前 掲 『創 造 と挑 戦 一 コ ー セ ー50年 史 一 』pp.234241.

⑳ 「日経 ベ ンチ ャ ー 」、2002年1月 号 、p.7,

㈱ 前 掲 『有 価 証 券 報 告 書 総 覧 平 成15年 』、pp.28-29.

⑳ 『国 際 商 業 』、2000年3月 号 、pp.76一

⑳ 同 上 誌 、2001年1月 号 、pp,23-24,

⑳ 前 掲 『有 価 証 券 報 告 書 平 成15年 』p.5。

勧 『国 際 商 業 』、1998年8月 、pp.94-95.

㈱ 同 上 誌 、pp96.

㈹ 同 上 誌 、1998年12月 、p.77.

㈲ 前 掲 『有 価 証 券 報 告 書 総 覧 平 成 エ5年 』、p5,
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(6)同上書、pp.172-185、 株 式会社 コーセー社史編纂委員会

『創造 と挑戦 一コーセー50年 史一』1998年 、pp.23-2Z

(7)株式会社 コーセー社史編纂委員会、同上書、pp.20、 『国

際商業』1984年2月 号、p.15&

(8)同上 誌、1986年3月 、pp.3与36.

(9)同上 誌、p.39.

⑩ 同 上誌、p78,前 掲 『創造 と挑戦 一コーセー50年 史 一』

p旦255-256.

ω 同上誌、p.34,

⑫ 『国際商業』1986年3月 号、pp2ξ ト27.

⑬ 同上誌、p.38,

⑭ 同上誌、pp.37-3&

⑮ 同上誌、p.40,

⑯ 同上誌、pp40-41.

⑰ デ ミング賞 は 日本の品質管理の導入に貢献 したデ ミン

グ博士の功績 を称えて1951年 に誕生 した。同賞 は(1)

デ ミング賞本賞、(2)デ ミング賞実施賞、(3)デ ミング

賞事業所表彰 と大別されている。これ らはされに細分化

され、(1)に つ いては、①統計的品質管理の理論並びに

応用の研究において優れた業績のあった者、② この方法

の普及について優れた者・グループ、に授与 される。(2)

につ いては統計的品質管理 を実施 してその年 度におい

て顕著な業績の向上が認められた企業が受賞 される。さ

らに1957年 に は 「デ ミング賞実 施賞 中小 企業 賞」が、

1965年 に は企業の事 業部 に対する 「デ ミング賞実施事

業部賞」が追加 された。(3)は 統計的品質管理を実施 し

て顕著 な効果が認め られた企業の事業所に授与 される

(甲斐章人 「デ ミング賞」神戸大学経営学研究室編 『経


